小規模保育事業における保育環境の課題―N 市内保育従事者の意識調査を通して― by 林  陽子 et al.






























































 表１ N 市内における乳幼児保育・教育施設個所数 





調査時期：2017 年 11 月 
調査方法：質問紙・回答用紙ともに郵送 
調査対象：N 市小規模保育事業所・全 130 か所 
















 ①必要な保育士の人数 ②保育士資格を有して 
いるスタッフ ③保育者同士や他のスタッフと
の連携 ④業務の多さ ⑤事務量の多さ ⑥専

















アンケート回収数は 235 件、このうち A型勤務















10 年以上15年未満 24 












公立  保育所 103 





小規模保育事業 A 型 99 
小規模保育事業 B 型  47 
家庭的保育事業 18 




























１ 玩具の種類や数 63 
２ 戸外遊びの設備（園庭） 61.3 
３ 保育室の広さ 54.9 
４ 保育室内の子どもの声 48.1 
５ 散歩の目的地 46.4 
６ 温度調節・換気 46 
７ 周囲の騒音 31.1 
８ 睡眠中の声や音 31.1 
 















図 5 保育所の勤務経験有無別気になる項目「保育室の温度調節や換気等」 
 
  
図 6 保育所の勤務経験有無別気になる項目「保育室の広さ」 
 
 
図 7 保育所の勤務経験有無別気になる項目「玩具の種類や数」 
 
 
図 8 保育所の勤務経験有無別気になる項目「戸外遊びの設備（園庭）」 
 
 
図9 保育所の勤務経験有無別気になる項目「散歩の目的地」  
 3 保育者に関する事項 
 人的環境としての保育者に関する質問は、先に
述べたように次の 8 項目とした。「1 必要な保育
士の人数」「2 保育士資格を有しているスタッフ」
「3 保育者同士や他の職種のスタッフとの連携」
「4 業務量の多さ」「5 事務量の多さ」「6 専門






























































   
  
図 10 保育者に関する気になること 
 
 
図 11 保育所の勤務経験有無別気になる項目「必要な保育士の人数」 
              
 





図 14 保育所の勤務経験有無別気になる項目「待遇」 
 
 
















































































































































































年 11月 13日に受理されている。） 
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